
リング状のサイン 

かんがえるスタジオ 

家屋に近いなじみある壁 

触るサイン 

カウンター 

建物を出っ張ったり、へこんだりさせることで、 
内外の関係を緩やかにし、広場に流れをつくっています。 

 

つくるスタジオ 

おどるスタジオ 

ルーバー状のつり天井 

まるで住宅の壁のような温かみのある壁
です。 
色は、ピンク（あつまるスタジオなど）
とグレー（司書が働くスペース）。 
このブロックは、通常のコンクリート 
ブロックと異なり、コンクリートを充填
することにより鉄筋コンクリート並みの
強度があります。 
 

照明器具には、展示にも使えるライティング
レール付き。壁面のルーバーは吸音材です。 
並木側からも、屋内からも活動状況を見る 
ことができ、閉じたいときは、カーテンを 
閉めることができます。 

 

・230席のホールです。音楽会、講演などの発表に使えます。 
 市民活動などの発表の場にはちょうどよい大きさです。 
・壁が凸凹なのは、音が左右の壁に当たって反射し続けて 
 しまうこと（フラッターエコー）を軽減するためです。 
 現場打ちのコンクリートでつくりました。 

 

本の蔵 

本の蔵は、1Fと中2Fからなります。 
通常、地下やバックヤードにある 
「書庫」（本の倉庫）を施設の象徴として 
一階中央に見えるようにしています。 
・建物に入った瞬間、知識の量を体感できます。 
・建物の真ん中に配置することで、日照を防ぎ、 
空調も安定しているため本の管理に適しています。 
1Fは一般閲覧できます。 
出入りは、非常用を除き、 
2Fから行います。 

ドキドキテラス 

みんなのホール 

みんなのギャラリー 

・オープンな展示エリアです。 
 可動間仕切りで様々な使い方ができます。 
・周りの階段は、オープンのエリアですが、 
 囲まれたエリアの様にも感じられるように 
 あえて段差を設けています。 
・南側の大きなガラスは開けることができ、外の円形 
 部分とつながり、屋内と屋外が一体となった催し 
 などができます。 

 

24時間湿度・空調のコントロールが可能な 
本格的な展示エリアです。 
可動間仕切りを用いて様々な使い方に 
対応できます。 
可動間仕切りをギャラリーの外にも拡張することが
でき、最大で1.5倍ほどの大きさに 
することもできます。 

 

 

ワイワイ畳 

大きな畳は16個の畳に分割でき、滑車が 
付いているので移動もできます。 
ベンチとして使ったり、落語の講座を 
開いたり、子供の遊び場になったり、 
様々な使い方ができます。 
あつまるスタジオに入れて畳の部屋にする 
こともできます。 

 

外壁のガラス 

図書館事務室 

普段見られない司書の活動の様子をガラス越しに見る 
ことができます。 

 

壁の１面は鏡張りです。ダンス以外に 
講演会などにも使える人気のスタジオです。 

建物の形状 

壁面の45%はガラス面です。日射遮蔽効果の高い 
「Low-eガラス」を使っています。 

チラシなど作ったものを、向かい側にある
インフォウォールに配架・発信できます。
スタジオ内のボードは吸音板です。 

カウンターの高さは来館者と 
働いている人を隔てない高さに。 
天板の材料は、２階の木屋根の 
ヒノキ材の残材を利用して 
います。何層にも重ねたうえで、 
曲率に沿って曲げて 
天板にしました。 
非常に高い技術です。 

知の拠点 

市民活動交流センター 

多文化交流プラザ 

ホール (230席） 

展示ギャラリー 

オープンテラス 

メディアコスモスは、壁が少なく 
平面的に広いので、サインは 
どこからでも視認しやすいリング 
状にしています。 

みんなの森 ぎふメディアコスモスをご案内します。  

設計 (H23.2-H24.3)  
工事 (H25.7-H27.2)  

2015.7.18オープンしました。 

３つの拠点からなります。 

建物は混構造です。 

２階     鉄骨造（柱）、木造（屋根） 
１階・中２階 鉄筋コンクリート造 
 

全体に壁が少なく、 

一体感を生み出すような視覚的関係を 

内外につくりだしています。 
 
常にどこかがにぎわっている 

「まち」のような建築です。 

多くの方で賑わっています。 

開館前の行列(H29.2) 
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約90m 

約80m 

（材料はヒノキ） 

・40歳未満の来館者が3割から6割に倍増！ 
・視察者は年間約300団体！ 

・個性的な文字は、メディアコスモスのために作った  
 「みんなの森フォント」です。子どもにも大人にも、 
 親しみを持ってもらえるように、優しい感じの文字に 
 なっています。メディアコスモス内のサインや時計の 
   数字もそのフォントです。 
・スタジオやギャラリーなどの 
   名前は、市民と設計事務所員、 
   市の職員らのワークショップ 
   で 決めました。 スタジオで 
   何が行われるのかわかりやすい 
   名前にしています。 

市立中央図書館 

平面の大きさは、 
プロ野球の 
グラウンド並 

   絆の拠点 

ルーバーの裏の吸音材 

来館者数 

蔵書可能冊数 合計約90万冊 
（内訳）2F    30万冊 
    中2F 45万冊（閉架） 
    1F  15万冊                  

 

みんなの森 ぎふメディアコスモス は、 

 文化の拠点 

Tour root！ 

メディアコスモスの吊り天井は以下の理由で 
ルーバー状にしています。 
・防音化 
  ⇒ルーバーの裏側全てに吸音材を載せる 
   ことで、壁がないメディアコスモスで 
   少々騒いでも音が広がりません。 
・空調設備の見える化 
  ⇒メディアコスモスのような大きな施設には 
   こんな設備が必要なのだと知ることができます。 

 

 



並木テラス・ひだまりテラス 

木製格子屋根 

メディアコスモスにはテラスが３か所あります。 
図書館が２階にあることで、 
本を手軽に屋外（テラス）へ持ち出せます。 
並木テラスは、西側にあるので、 
夏は午前中が、冬は午後が快適です。 
季節や時間帯によって、 
快適なテラスは移り変わります。 

グローブ 

シートシャッターとウォータースクリーンを用いて、2階を大きく2つの 
エリアに防火区画しています。火災時に、人の行き来の多くなる中央部分
を、ウォータースクリーンとしています。 

この木製格子は、仕上げ材ではなく、構造材です。 
構成はとてもシンプルで、幅12cm、厚さ2cmの岐阜県産材ヒノキ板を３方向に並べて積み重ねたものです。 
最も厚みのあるところで21枚、薄いところで9枚の板が重ねられ、接着剤やビスによって固定されています。 

薄い合板で大きな湾曲した仮設下地合板を作り、 
その面に木材を重ねています。 

木材は、床面の曲面に沿って自然のしなりで曲がります。 
曲げるための熱加工などはしていません。 
使用した木材は800㎥。丸太約17,500本分です。 

この現場で、H26年の夏に、最大で1日130人の 
大工さんが集まり、3か月かけてつくりました。 

合板で床面を作ります。この床面は、木屋根を載せるためのもので、 
木屋根が完成したら撤去します。 

床面に沿って、しなりを利用しながら一枚ずつ重ねていきます。 

 
 

 

グラスウール敷設後 
再び木毛セメント板を載せて、 
防水処理をします。 

樹脂に覆われた鋼板を 
敷いて完成です。 

束を立て、スプリンクラー等の 
配管のスペースを作ります。 

 

・ポリエステル繊維の糸を３方向に編んだ生地を用いて、 
 グローブ形状に作った型に熱を加え、押し当てて 
 成型加工しています。仕上げに手作業で丸や六角形の布地を貼りつけています。 
 水平方向にはグラスファイバーロッド材を括り付けています。 

書架 

「大きな家と小さな家」という考え方から大きな木屋根とグローブが考えられました。 
・小さな家 気持ちの良いリビング 
・大きな家 気積が大きく風が通り抜け、公園のようなすがすがしい場所 
小さな家は、重点的に、空調・採光し、 
大きな家はラフな環境とすることで使用エネルギーにメリハリをつけています。 

・それぞれ模様があり、目的のグローブを探すためのサインの役割もあります。 

照明 

外周のブラインド 

不燃の和紙で作られています。 
全てのブラインドを閉めると、 
岐阜の提灯のような印象です。 

金華山テラス 

斎藤道三や織田信長が城主となった岐阜城を頂とした金華山を眺めながら 
読書ができます。 

春・夏・秋 

環境への配慮 

木屋根の上に木毛セメント板を 
載せて、その上に防水処理をします。 

Tour root ！

床冷暖房のための配管です。 
ここにコンクリートを流して 
床を作りました。 
メディアコスモスは大きな 
施設ですが、 
床から人がいる高さまでを 
空調することで、 
省エネルギー化しています。 

・木製格子屋根とグローブの形状  ⇒ 自然換気効果と自然光拡散効果 
・豊富な長良川の伏流水      ⇒ くみあげた地下水を利用した熱源計画 
・全国的に日照時間に恵まれた特性 ⇒ 太陽光・太陽熱を十分に利用 
・空調計画            ⇒ 床冷暖房による輻射熱を利用 
                   デシカント空調による湿度コントロール 
 これらの取り組みにより、 
 消費エネルギーを50%削減（1990年の同規模建物との比較）しています。 
 

□１  4/2019 

ゆったりグローブ 

一番大きなグローブで直径14mあります。 
グローブ内の椅子は、籐の木を模したプラスチック製で、 
インドネシアで制作したものを運んできました。 
座面が広く、その名のとおりゆったりくつろげる 
スペースです。 

   冬 

防火区画 

・メディアコスモスの照明の色は、 
   電球色に統一されています。 
 外構も電球色です。 
・約70%はLEDです。（2階は全てLED) 
・グローブの中とその周囲に吊るされた 
   照明は、太陽光の光に合せて自動的に 
   照度が変わります。照明の形はリング状 
   と球体状の２種類あります。 
・施設全体を一様に明るくするのではなく、 
 必要に応じて照度を分けることで 
   省エネルギー化しています。 

・天井にぶら下がる大きな漏斗形状のかさは「グローブ」と呼び11個あります。 
 これらは館内の環境を整えてくれます。 
 ①トップライトからの光を柔らかく拡散 
   この効果でグローブ下は読書するのに最適な明るさです。 
 ②自然の風の流れを生み出す 
   グローブ上の換気窓を開くと、 
   この形状に沿って風が流れて外に吸い出されます。 
 上記２つの効果が最大限発揮されるよう、 
 グローブの形状は注意深く設計されています。 
 

 

大きな家と小さな家 

・大人が館内全体を見渡せる高さです。 
・上から見るとグローブを中心に渦巻き状に配置することで、以下の効果があります。 
  ⇒ グローブの周囲を歩けば書架のサインが見られ、 
     本の検索がしやすい。 
  ⇒ グローブから周りを見ればまるで本に囲まれたよう。 
・背板の部分はコンクリートです。 
 本が燃えた時に燃え広がらないための工夫です。 
 工場で事前に打設したプレキャストコンクリートの 
 ピースを現地で並べました。 

自然エネルギーを
最大限活用して 
います。 
また、建物全体を
一様に、明るく 
したり、空調する
のではなく、 
快適な空間と少し
ラフな空間を 
分けることで、 
省エネルギー化 
しています 

みんなの森 ぎふメディアコスモスをご案内します。  Ｍｅｄｉｃｏｓ Ｔｏｕｒ Ｇｕｉｄe 

屋根の建設の様子 


